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関西大学独逸文学会
昭和37年度行事記録（2）
昭和37年10月28日 第17回研究発表会
1． 「ヨーロッパ文学うら話し」 村井 勇 吾
2. ｢G.ベンと表現主義」 山 本 尤
出席者 27名
× × ×
昭和38年度行事記録（1）
昭和38年6月9日 総会並第18回研究発表会
帰朝報告「ドイツ語学研究の近況」 和田賀一郎
研究発表「『晩夏』におけるリーザッハ男爵
のモデルについて」 米 田 巍
『独逸文学』8号の合評
出席者 33名
????
3．
第10号高尾教授古稀祝賀記念論文集
枚 数 30枚
独文レジュメ 1枚
原稿メ切期日 昭和39年8月15日
原稿送り先ぎ 吹田市千里山
関西大学文学部独文研究室内
関西大学独逸文学 会
編集後記
ご覧のとおり，本号ははからずもドイツ人学者の寄稿特集号のような形になりまし
た。Ruprecht教授の原稿は藤井さんを通して,MUller-Seidel教授のものは丸山
さん,Lohmann教授のは和田さんを介して入手しました。このように本場の学者の
論文を並べることができたのは本誌の大いに誇りとするところです。しかし本誌の本
来の使命は会員の皆さん， ことに若い会員の方左に研究発表の場を提供することにあ
るのですから，今後は少ない誌面をあまり多くの会員外の方の寄稿で占めないように
しようと思います。なお本号から日本語の論文には独文のResiimeeを付けることに
しました。
次号はちょうど第十号にも当りますので，高尾教授古稀祝賀記念論文集として特大
号にする予定です。
編集上の実際の事務をとってもらっていた脇阪さんがBerlinのTechnische
UniversitatのGastprofessorとして五月に渡独しましたので，そのあとは四月か
ら本学の専任講師となった小川さんに受け継いでもらっていたのですが，彼もまた
Humboldt-StiftungのStipendiatとして，丸山さんとともに八月に渡独しました。
それで十月に帰朝した藤井さんにそのあとをやってもらうことになりました。彼はド
イツへ行く前にこの仕事をしていたのですから， またもとの仕事にかえったわけです。
八月から十月までの穴は上村さんに埋めてもらいました。
（内藤）
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関西大学独逸文学会会則 昭和36年6月現在
第 1条 本会は関西大学独逸文学会と称する
第 2条 本会は独逸文学・独逸語学の研究及び普及をはかるを目的とする
第 3条 本会の前条の目的を達成するために次の事業を行う
1. 毎年1回総会を開く
2. 毎年2回研究発表会を開く
3. 毎年機関誌を発行する
4. その他研究会，講演会など行う
第 4条 本会は次の会員で組織する
1. 本学独逸文学科の専任教授・専任助教授・専任講師及び助手
2. 本学の教授・助教授・講師及び助手の有志者
3. 本学独逸文学科学生
4. 本学学生並びに卒業生中の有志者
第 5条 本会は会長ー名・委員及び幹事それぞれ若千名を置く
1. 委員は本学独逸文学科の専任教授・助教授及び専任講師とする
2. 会長は委員会に於て委員中より推薦する
任期は二年とし重任を妨げない
3. 幹事は本学独逸文学科の助手・卒業生及び学生中より若干名を選ぴ委員
会に於て之を委嘱する
任期は一年とし留任を妨げない
第 6条 機関誌の編集委員は本学会の委員及び幹事2名とする。幹事2名は本学会の
第 7第
第 8条
第 9条
幹事中より会長がこれを委嘱する
会費は年額二百円とする
本会の事務所は本学文学部独逸文学科研究室に置く
会則の変更は委員会を経て総会の審議によって行う
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